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１．はじめに 

通常の授業と Web 学習を併用したブレンディ

ド・ラーニングは，効果的な学習を持続するこ

とが可能な学習方法である。さらに，同一教材

を利用する通常授業に加え、Web 学習ではその特

質を生かした学習者の習熟度に対応した Web 教

材を用いることにより，より効果的な学習効果

が得られるものと考える。 

本研究では，同一教材を用いた通常授業に，

習熟度別 Web 教材を使用した Web 学習を併用し

たブレンディド・ラーニングを実施した。学習

者が持続的に Web 学習を行うためには，学習者

の学習意欲の維持が必要である。また，困難な

課題に積極的に取り組もうとするかどうかは，

その課題が自分にはできるはずであるという自

信がなくてはならない。そこで，より多くの学

習者の習熟度に適した教材を提供するために 3

種類の英語教材から９段階の習熟度にブレンド

した Web 教材（以下，ブレンド教材）を用いた

Web 学習支援システムを活用した学習実験を実施

した。その実験結果から，授業クラスに与える

影響と受講者の習熟度との関係を分析した。 

 

２．Web 学習実験について 

著者らは，英語関連科目の中でブレンディ

ド・ラーニングを用いた学習実験を行った。 

２．１ Web学習の方法 

①学習開始時に判定テストを行い，各学習者

の習熟度に適したブレンド教材を決定する。②

学習者は，毎回授業時の後半に自己の習熟度に

適したブレンド教材で Web 学習を実施する。③

毎回の Web 学習の成績により習熟度を再評価し，

適したブレンド教材を選定する。④学習者は，

この学習方法（②および③）で授業期間繰り返

し学習する。 

学習者は毎回,自己の習熟度に適した教材で継続

して学習することが可能となり，学習意欲およ 

 

 

 

 

 

 

び自己効力感を持続することができるものと考

えた。 

（１）習熟度別ブレンド教材 

学習実験で用いた英語教材は，英検(STEP)の

文法問題 3 級，準 2 級，2 級程度の 3 種類である。

その 3 種類の教材から表 1 に示すように 9 段階

習熟度のブレンド教材（各回 20 問）を作成した。 

なお，著者らは，過去 3 年間の授業実験にお

いてブレンド教材に対する学習者への影響を調

査し，その有効性を確認している。[1][2] 

（２）スケジューリング機能 

学習者に自主的な学習を継続させることは難

しく，学習指導における重要な課題となってい

る。本研究では，持続的な学習を促すために，

スケジューリング機能を設けた。毎授業時に実

施する Web 学習において，全 20 問の学習を行う

と同時に、誤答や未解答の問題は次週の授業日

前日の 23 時 59 分（コンピュータ管理）までに

全問正答することを義務付け，持続的な学習（1

週間単位）が維持されることを期待した。 

（３）習熟度判定（ブレンド教材の選定） 

各学習者に対して，毎授業時の Web 学習の結

果で習熟度が判定され，次回授業時に学習する

ブレンド教材が選定される。そのとき，学習者

には変化した次回のブレンド教材と指導メッセ

ージを表示し，学習意欲を喚起するようにした。 

２．２ 実験方法 

著者らが実施した学習実験による研究成果[1][2]

を踏まえ，以下に示す学習実験を実施した。 

学習実験は，大学および短大で平成 22 年度前

期の英語関連授業科目 4 クラス計 129 名（37 名，

31 名，49 名，12 名）で実施した。以下に学習実

験（ブレンディド・ラーニング）の手順を示す。 

・授業開始前にアンケートの採取 

・実験授業は，全 15回実施（テスト等を含む） 

・ブレンド教材を用いた Web学習は 11回実施 

・授業終了時アンケートの採取 

表 1 習熟度別ブレンド教材の割合（％） 
習熟度 A B C D E F G H I 

３ 級 100 75 50 25      

準２級  25 50 75 100 75 50 25  

２ 級      25 50 75 100 
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・実験授業は，授業時間 90 分の中で，前半 60

分（通常授業），後半 30 分（Web 学習） 

 

３．実験結果 

３．１ 全体の分析 

（１）習熟度の変化について 

実験授業における学習者の習熟度別変化の割

合を表２に示す。表中，ａは全体授業期間，ｂ

は初回授業，ｃは最終授業の割合を示す。表か

ら，授業では統一した教材が用いられるが，実

際には学習者の習熟度にはかなりのばらつきが

ある。また，習熟度変化は，初回に比べ最終回

では習熟度Ａ～Ｃが全体で減少しており，Ｄ以

上が増加した。正味 11 週の授業ではあるが，最

終回は初回と比べて全体に習熟度は上昇した。

このことから，同一教材よりも習熟度別教材を

用いることに効果があるように思われる。 

表２ 習熟度別変化の割合（％） 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ以上 

a 48.2  16.9  12.3  9.4  5.8  7.4  

b 57.0 18.2 13.2 5.0 2.5 4.1 

c 44.8 15.2 9.6 7.2 9.6 6.4 

（２）学習時間 

全期間の平均学習時間は 13 分 51 秒，最終回

でも 13 分 52 秒だった。初回は 17 分 44 秒と

少々時間がかかっているが，これは，初めて Web

システムを使用したため，操作を確認しながら

の学習だったことが原因であると考える。 

（３）トライ回数と最終誤答数 

トライ回数は授業時間内（1 週間）で出題され

た 20 問を全問正答するために繰り返し学習した

回数である。トライ回数の平均は，全体は 3.7

回，初回は 5.2 回で，最終は 2.8 回に減少した。 

最終誤答数（１授業期間内に正答できない問

題）の平均は，初回は 1.1 問，最終回は 5.2 問

であった。全問正答するまで学習を継続した割

合が，初回 82.6%から最終回 45.9%まで減少した。 

トライ回数の変化は，(1)学習が進み実力がつ

いたためトライ回数が減少した，(2)誤答数が 0

になるまで学習を続けなくなった学習者の割合

が増加した，との見方ができる。 

 

３．２ クラスごとの分析 

（１）習熟度の変化について 

クラス１，３では，習熟度が上昇した割合が

高く，クラス１は 52.9%，クラス３は 60.4%であ

った。クラス２，４は変化しない割合が高く，

クラス２が 61.3%，クラス４が 50.0%であった。 

また，３クラスでは習熟度Ａと判定される学

習者の割合が減少したが，クラス４だけは習熟

度Ａの割合が増加していた。それでも，すべて

のクラスで習熟度Ａ～Ｃの割合は最終回の方が

減少しており，どのクラスも全体的には学習者

の習熟度レベルが上がったといえる。 

（２）学習時間 

全学習時間の平均は，クラス１が 14 分 57 秒，

クラス２が 12 分 22 秒，クラス３が 14 分 07 秒，

クラス４が 13 分 23 秒で，クラス２とクラス４

が全体の平均 13分 51秒よりも短い。 

（３）トライ回数と最終誤答数 

全トライ回数の平均は，１クラスが 3.9 回，2

クラスが 3.5 回，３クラスが 3.5 回，４クラス

は 5.1 回であった。各授業回のトライ回数を分

析した結果，クラス４はどの回もトライ回数の

平均が他の３クラスを上回っていた。 

各クラスで誤答数が 0 になるまで学習した回

数が，クラス１で 76.5%，クラス２が 45.2%，ク

ラス３が 64.6％，クラス 4 が 75.0%だった。ま

た，最終誤答数の平均は，クラス１が 2.3 問，

クラス２が 5.0 問，クラス３が 3.9 問，クラス

４が 2.5問であった。 

 

４．おわりに 

本研究における学習実験において，学習者の

習熟度が全体として上昇しており，学習者に適

応したブレンド教材に効果があることを示した。 

クラスごとの分析は，クラスによって差がみ

られ，特にクラス２は習熟度の上昇率が 25.8%と，

４クラスの中で最も低かった。クラス２は，学

習時間が最も短く，最終誤答数が最も多く，最

終誤答数が 0 になるまで学習を継続した学習者

の割合も最も少なかった。このことから，４ク

ラス全体の学習環境が学習者の学習意欲に影響

を与えた可能性がある。ただ，クラス２は最終

習熟Ａが 58.1%も存在し，15 週という短期間の

学習では困難なほど，学力が低下していること

も考えられる。今後は，そのような学習者に対

する学習指導の指導対策を検討したい。 
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